様式１
令和８年　月　日

　愛知県福祉局子育て支援課長　殿
所在地　　　　　　　　　　　　　　　　
申込団体名　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
放課後児童支援員認定資格研修事業企画提案書

	１　申込団体の概要

	団体名
	
	法人格の有無
	有　・　無

	所在地
	郵便番号



	団体の
会員数
	令和　　年　　月現在

　　　　　　　　人
	発足年月日
	年　　月　　日

（※設立総会等の年月日を記載。）

	担当者
連絡先
	担当者氏名
	

	
	所属（部署名）
	

	
	役職名
	


	
	所在地
	郵便番号



	
	電話番号
	

	
	ＦＡＸ
	

	
	電子メール
	

	主たる
活動目的
	

	活動の
概要
	

	令和７年度活動実績
	

	令和７年度決算（支出）額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
（※確定していない場合は概算でも結構です。）

	

	２　応募の内容

	事業費
	（※「３　事業費の積算」の合計金額を記載してください。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	企画提案書のアピール
ポイント
	（※企画内容のアピールポイントを記載してください。）
（※事業全体のコンセプトや考え方を明確かつ具体的に記載してください。）


	過去５年間の研修運営受注実績
	（※過去5年間に研修実施及び研修運営の業務を受注し、履行した実績を記載してください。）


	講師の選定方法・理由
	（※講師の選定方法、選定理由を記載してください。）


	

	連携できる専門家
	（※対応できる科目については「令和８年度放課後児童支援員認定資格研修事業仕様書」別紙「放課後児童支援員に係る都道府県等認定資格研修の項目・科目、ねらい、主な内容及び講師要件等」の科目番号を記載してください。（複数科目の記載可。））

（※必要に応じて行を加えてください。）

	
	氏名
	所属
	対応できる科目

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	研修方法
	（※研修方法を記載するとともに、ねらいやポイント、考え方を記載してください。）


	スケジュール
	（※事業実施のスケジュールを具体的に記載してください。具体的な日程が決まっていない場合は、「○月中旬」などのように記載してください。）

	
	時期（年／月）
	事業内容
	備考（場所等）

	
	
	
	

	

	３　事業費の積算

	事業費の積算

	支出の区分
	見積額（単位：円）
	積算根拠

	

	
	

	計
	
	


※　対象経費は以下の実費相当額とします。

交通費、ポスター・チラシの印刷費、人件費、報償費、会場使用料、実績報告書の作成費など。
備品（パソコンなど）等財産を取得するための経費は、必要経費として認められません。

【参考】経費の支出に当たっては、以下の事項に留意してください。

・委託契約が公の資金を使うことに伴う責任を自覚し、透明性、効率性、有効性の向上に努めること。

・この事業に係る経費について、他の活動経費との経理区分を明確にするとともに、書類上で分かるようにすること。

４　当該事業の実施体制
①　事業統括責任者

	役職
	氏名
	当該事業での役割
	従事日数及び時間数（概算）

	
	
	
	　　日×　　　　時間


②　この事業に従事する①以外のスタッフ

	役職
	氏名
	当該事業での役割
	従事日数及び時間数（概算）

	
	
	
	　　日×　　　　時間

	
	
	
	　　日×　　　　時間

	
	
	
	　　日×　　　　時間

	（※必要に応じて行を加えてください。）


【留意事項】

①　この企画提案書とは別に添付するもの

・定款、寄付行為又は会則等の写し（原本証明をしたもの）

・役員名簿

・令和８年度の事業計画書及び収支予算書
②　企画提案書は、Ａ４判・縦置き・片面の用紙に作成してください。

③　フォントについては、原則、ＭＳ明朝・12ポイントとしてください。

④　書ききれない場合は記入欄を適宜拡大しても構いませんが、企画提案書は８ページ以内で作成してください。また、記入項目とその順序は変更しないでください。

⑤　要点、ポイントを明確にし、簡潔に記載してください。
（※「支出の区分」欄には、事業の実施に直接必要となる経費（交通費、ポスター・チラシの印刷費、人件費、報償費、会場使用料など）を記載してください。）








